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我
が
国
に
は
以
前
か
ら
、心
臓
に
何
ら

異
常
が
な
い
若
い
男
性
が
夜
間
に
う
め

き
声
を
発
し
て
急
死
す
る
奇
妙
な
病
気

が
あ
り
、「
ポ
ッ
ク
リ
病
」
と
呼
ば
れ
て
恐

れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
２
年
Ｂ
ｒ

ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ
ら
は
、心
電
図
に
著
明
な
Ｓ
Ｔ

上
昇
を
伴
う
右
脚
ブ
ロ
ッ
ク
様
所
見
を
示

す
例
が
こ
の
よ
う
な
心
臓
発
作
を
起
こ

す
こ
と
を
見
い
だ
し
、こ
れ
が
我
が
国
の

「
ポ
ッ
ク
リ
病
」
と
同
一
疾
患
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、１
９

９
８
年
Ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ら
が
、こ
の
よ
う
な
例
で
、

心
筋
細
胞
膜
の
Ｎ
ａ
チ
ャ
ネ
ル
を
コ
ー
ド

す
る
遺
伝
子
Ｓ
Ｃ
Ｎ
５
Ａ
の
変
異
を
認
め
、

致
死
的
不
整
脈
を
惹
起
す
る
イ
オ
ン
チ
ャ

ネ
ル
病
の
１
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
、Ｂ
ｒ
ｕ

ｇ
ａ
ｄ
ａ
症
候
群
と
し
て
世
界
的
に
広
く

関
心
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ
症
候
群
は
我
が
国
に
は

比
較
的
多
く
、そ
の
遺
伝
素
因
の
存
在
を

示
す
軽
症
型
の
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ
型
心
電

図（s
a
d
d
le
-b
a
c
k

型
）は
集
団
検
診
や

日
常
臨
床
で
し
ば
し
ば
遭
遇
し
ま
す
。
そ

の
多
く
は
全
く
自
覚
症
状
を
起
こ
さ
な

い
予
後
良
好
な
無
症
候
性
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ

症
候
群
で
す
が
、そ
の
数
％
は
致
死
的
不

整
脈
で
あ
る
心
室
細
動
を
起
こ
す
恐
れ

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、本
症
候
群
に
つ
い
て
の
正
し
い

認
識
は
、医
師
の
み
な
ら
ず
、こ
の
よ
う

な
心
電
図
所
見
を
持
つ
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ
症

候
群
の
素
因
者
に
と
っ
て
も
大
切
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、我
が
国
に
は
未
だ
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ

ｄ
ａ
症
候
群
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
書

物
が
一
冊
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

た
め
、本
症
候
群
の
概
略
を
把
握
で
き
る

分
か
り
易
い
書
物
を
出
版
す
る
こ
と
は
、

医
学
的
の
み
な
ら
ず
、社
会
的
に
も
意
義

が
あ
る
と
考
え
、本
書
の
上
梓
を
考
え
た

次
第
で
す
。 

　
本
書
は
、我
が
国
で
の
最
初
で
、か
つ

唯
一
の
Ｂ
ｒ
ｕ
ｇ
ａ
ｄ
ａ
症
候
群
に
つ
い
て

の
書
物
で
す
。
１
１
０
頁
前
後
の
簡
単
な

書
物
で
す
が
、本
症
候
群
の
基
礎
か
ら
臨

床
に
及
ぶ
世
界
的
な
最
新
情
報
を
紹
介

し
て
い
ま
す
の
で
、本
書
を
お
読
み
に
な

る
と
本
症
候
群
に
つ
い
て
の
全
体
的
な

概
念
を
理
解
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
。 

　
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
は
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン

伝
説
の
英
雄
で
す
。ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
伝

説
の
起
源
は
五
、六
世
紀
の
ゲ
ル
マ
ン
民

族
大
移
動
時
代
に
ま
で
遡
り
、そ
の
伝
説

は
遅
く
と
も
九
世
紀
初
期
に
は
北
欧
へ

伝
承
さ
れ
て
、の
ち
に
エ
ッ
ダ
や
サ
ガ
に

ま
と
め
ら
れ
る
一
方
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ド

ー
ナ
ウ
地
方
に
も
伝
承
さ
れ
て
、十
三
世

紀
初
頭
に
は『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』へ

と
発
展
し
ま
す
。こ
れ
ら
の
素
材
を
用
い

て
十
九
世
紀
に
ワ
ー
グ
ナ
ー
は
楽
劇
『
ニ

ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
』
四
部
作
を
完
成
さ

せ
ま
し
た
。 

　
本
書
は
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
伝
説
の
系
譜

を
辿
り
な
が
ら
、ワ
ー
グ
ナ
ー
『
指
環
』に

お
け
る
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
像
の
特
質
を

探
り
、ワ
ー
グ
ナ
ー
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト

は
も
は
や
伝
統
的
な
不
死
身
の
英
雄
で

は
な
く
、「
愛
」
の
み
が
支
配
す
る
新
し
い

秩
序
の
世
界
を
築
き
上
げ
る
こ
と
の
で

き
る
「
未
来
の
英
雄
」
で
あ
る
こ
と
を
主

張
し
た
も
の
で
す
。
授
業
で
は
ワ
ー
グ
ナ

ー
を
講
読
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、執

筆
は
着
々
と
進
み
、本
書
の
核
心
部
分
は

平
成
十
五
年
の
夏
二
ヵ
月
で
一
気
に
書
き

上
げ
ま
し
た
。ワ
ー
グ
ナ
ー
研
究
で
著
名

な
高
辻
知
義
先
生（
東
大
名
誉
教
授
）が

仲
介
の
労
を
取
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、バ
イ
ロ

イ
ト
音
楽
祭
の
貴
重
な
数
枚
の
写
真
を

掲
載
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
カ
バ
ー

の
絵
は
ハ
ン
ス
・
ト
ー
マ
作
「
竜
退
治
の

あ
と
の
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
」（
一
八
八
九
年
）

で
す
。
本
書
を
読
ん
で
、ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン

伝
説
と
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
楽
劇
『
指
環
』
四

部
作
を
よ
り
よ
く
理
解
し
、さ
ら
に
い
っ

そ
う
両
作
品
を
楽
し
む
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
、筆
者
と
し
て
は
望
外
の
喜
び
で
す
。 

マイ・ブック 
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『Brugada症候群の臨床』 
 
 出版社： 医学出版社 
 定価： 本体3,045円 
 発刊日： 2005年3月15日 

『ジークフリート伝説 ワーグナー『指環』の源流』 
 
出版社： 講談社（学術文庫） 
定価： 1000円（税別） 
発刊日： 2004年12月10日 

徳大広報[とくtalk]は徳島大学ホームページ上で公開しています。 

最新号だけでなく平成１１年７月１日に発行されたNo.96以降のバックナンバーも読むことができます。 

http:// www.tokushima-u.ac.jp /kohoshi / koho/ kohoindex.html

学内でふとしたことに疑問を持ったことはありませんか？ 
ぜひ下記アドレスまで電子メールでお寄せください。 
(郵送でも匿名でも結構) 
日頃気になるあのモニュメント、どうしてあんな所にあるの？ 
カラスに餌をやる人がいるので何とかしてほしい！　掲示してあるポスター、使用後にもらえませんか？ 
等々、何でも結構。  

徳大広報 
[とくtalk] 
Webページの 
ご紹介 
 
●徳島大学の 
トップページにある 
広報誌「徳大広報」から 
アクセスできます。 
 
●検索エンジンからも 
キーワード 
「徳島大学　広報誌」で 
アクセス可能です。 

●本誌１１９号の 
読者アンケートに 
お寄せいただいた 
声の中から 
いくつかを 
ご紹介します。 
 

●大学に関した質問を 
随時、募集しております。 
本誌に関するご意見なども 
お寄せください。      

 4月号特集 
「歓迎 新徳島大学生」を読んで 

■新入生を迎える季節なので、大

学の内容が平易に書かれている

のは時宜を得ている。 

■教育面を強調する特集としてバ

ランスがとれていたのではないか。 

■徳島大学が何を目指しているか

が簡潔にわかってよかった。 

■各学部の歓迎のことばのなかに、

共通点と微妙な違いが感じられ、

各学部の実情の一端が感じられ、

興味深く読ませて頂きました。 

■教育の理念が変わらないことは

大事なのですが、それにしても内

容的に数年同じであり、進化して

いない。先生方の思考に若干の創

意工夫が必要であるように思います。 

 

とくｔａｌｋへのご意見 
■ＯＢとしては多くの方々の考え

が読みたい。さらに大部のものに

して欲しい。 

●ページ数を増やしたりすること
は難しいと思いますが、できるだ

け多くの方々に登場して頂けるよ

うな誌面づくりを心懸けたいと思

います。 

 

■良くまとめられているが、誤字

脱字が目立つ。校正をしっかりや

って欲しい。 

●毎号校正にも時間をかけて参
りましたが、今後は一層、慎重な校

正を期するよう努力致します。 

 

 

 

■記事には、聞き取りと、本人があ

るみたい。聞き取りは実名でなく

ても、そのように書くべき。ごっち

ゃにするのは「教育」にもよくない。 

●ご指摘を受けまして、今号より
本人執筆以外の記事に関しまして

は見出し下に[取材]と記載するよ

うに致しました。 

 

■毎年４月号の企画は同じ内容で

あり、各先生方の説教めいた記事

が多い。マンネリ化している。も

っと入学してきた学生に夢を抱か

せる企画（学生主体の）にしては

如何でしょうか。 

●来年の４月号をご期待下さい。 

koho@jim.tokushima-u.ac.jp


